
ちょっと贅沢なインテリアに 

オリジナル版画作品のご案内 

 
お部屋に版画を飾りませんか？ 

国際版画美術館では、優れた美術家とのコラボによるオリジナル版画作品を販売しています。 

玄関スペースやリビング、ダイニングなどの装飾品として、ちょっと贅沢なおもてなしアイテムとし

て、都会的で洗練された上質な美術品はいかがですか？ 

しっかりとした木製額付き作品のほか、12点揃いの「版画集」もおすすめです。 

アレンジひとつで、あなただけの特別なアート空間を楽しめます。 

 

エメット・ウイリアムス（Emmett Williams  1925-2007） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

      

 

                                         

       

                              

 

 

   

                           

※①～④の作品 

技法 スクリーンプリント 

額寸  47.2cm×62.2cm 

制作 1987年 限定100部 

価格  28,000円（額付き） 

 

 

アメリカの美術家、詩人。前衛芸術運動「フルクサス」の主要メンバー。1962 年、西ドイツ（当時）のヴィ

ースバーデン市立美術館でジョージ・マチューナスらとイベントを行い、翌年にかけてデンマーク、イギリス、

フランス、オランダを巡回して世界の注目を集めた。妻はイギリス人美術家のアン・ノエル。1987 年、町田

市立国際版画美術館に長期滞在してイベントを開催し、4種の版画を制作した。 

①「インパス」 

②「マネキン」 

③「チャールストン」 

④「シルクストッキング」 



③「最後の季節」 

技法 リトグラフ 

寸法 81.2cm×63cm 

制作 1990年 限定50部 

価格 65,000円（額付き） 

 

 
④「献呈（エルマのために）」 

技法  木版 

寸法  105.7cm×72.5cm 

制作  1991年 限定30部 

価格  100,000円（額付き） 

 

②「冬のかけら」 

技法 銅版画 

（ドライポイント、アクアチント） 

寸法 81.2cm×63cm 

制作 1990年 限定50部 

価格 65,000円（額付き） 

 

 

ジェラ－ル・ティテュス＝カルメル（Gérard Titus-Carmel  1942年生まれ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「秋の抜書き」 

技法 スクリーンプリント 

寸法 81.2cm×63cm 

制作 1990年 限定50部 

価格 65,000円（額付き） 

 

 

 

 

 



フランスの美術家、詩人、エッセイスト。パリに生まれる。1958～62年、パリのエコール・ブールで版画と

建築を学ぶ。ヨーロッパ各地で活発な創作活動を行い、その作品はパリのポンピドゥーセンターやニューヨーク

近代美術館のほか、日本各地の美術館に収蔵されている。1991 年、町田市立国際版画美術館に長期滞在して

展覧会とイベントを開催し、4種の版画を制作した。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

吉田穂高（よしだ  ほだか 192６-1995） 

版画集『白昼抄』（全12点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後間もない時期に前衛芸術運動に参加。1970 年以降、伝統木版による色面と写真製版した亜鉛凸版をかさ

ねて気品ある版画を制作し、国際的に活躍した。歌人でもあり、世界を旅して撮影した壁のイメージと自作の歌

を共鳴させた珠玉の作品。 

 

 

中林忠良（なかばやし  ただよし  1937年生まれ ） 

版画集『移ろうときのはざまに－ 山のアトリエ日記』（全12点） 

 

 

 

 

 

 

 

技法  木版、亜鉛凸版 

寸法 41cm×57cm（紙寸） 

制作  1993年 限定３０部 

価格 210,000円（外箱付き） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

駒井哲郎に学び、日本の銅版画家の第一人者として活躍。銅版画の制作にともなう酸による腐蝕と、「すべて腐

ちないものはない」という思想を結び付けて制作を行っている。東京藝術大学名誉教授、紫綬褒章、瑞宝中綬章

受章。長野県の蓼科にある「山のアトリエ」でめぐらせた思考を深淵なイメージとことばでつづった傑作。 

 

 

松本旻（まつもと  あきら   1936年生まれ ） 

版画集『樹景』（全12点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

版画や写真によって現代美術の第一線で活躍。プリミティヴな内容の木版画制作からスタートし、近年は版の特

質や構造をテーマに意表をつく発想で版画を制作している。特異な視点から絵と文字を組み合わせつつ、樹の木

目や節穴、樹の家や橋などを表現したユーモアある作品。 

 

 

 

 

お問い合わせは、ミュージアムショップまたは下記電話番号、メールアドレスにてうけたまわります。                                                             

町田市立国際版画美術館 

〒194-0013 東京都町田市原町田4－２８－１ 

℡:0４２－７２６－２７７１ 

E-mail: bunspo040@city.machida.tokyo.jp 

 

技法  スクリーンプリント、木版 

寸法 41cm×57cm（紙寸） 

制作  1993年 限定30部 

価格 210,000円（外箱付き） 

 

 

 

 

技法  銅版画（エッチング） 

寸法 41cm×57cm（紙寸） 

制作  1993年 限定30部 

価格 210,000円（外箱付き） 

 

 

 

 


